
第６回 ハイヅカ湖地域ビジョン合同分科会のとりまとめ 
 

（１）開催概要 

  開催日時：平成 21 年 10 月 6 日(火) 19:00～21:00 

  開催場所：灰塚コミュニティセンター 

  主な議事：①「ハイヅカ湖地域ビジョン(第 1版)」策定のご報告 

       ② 直近の各リーディングプロジェクトの成果・進捗状況の共有 

       ③ 今年度の取り組み・スケジュール 

  主  催：ハイヅカ湖地域ビジョン事務局 

  参加者数：１５名 

 

（２）開催の様子 

  今年度の第 1回目、通算第 6回目となる今回の合同分科会では、まずはじめに、今

年度から灰塚ダム管理支所支所長となられた浜田支所長から、地域のみなさんへのご

挨拶と、「ハイヅカ湖地域ビジョン(第 1版)」の策定のご報告がありました。 

  各分科会に分かれての意見交換では、ビジョンの取り組みメニューの中から、現在

進行中のリーディングプロジェクトも含め、今年度に取り組むこととそのスケジュー

ルなどについて協議が行われました。 

  最後に各分科会から、「今日の議論の概要と今年度取り組むこと」について、発表が

行われました。 



第 1・4 分科会 今年度の取り組み・協議概要 
（テーマ：豊かな暮らしと文化・芸術） 

 

 １．大谷ガードレールペイント企画（予算が付けば） 

  ●残りの大谷川沿いの約４０基を塗装する。 

  ●地域の親子などによるペイントも検討する。 

  ●ある程度ノウハウは得たので、残りの部分の汚れ落とし、下塗りは、大谷を
知らないのぞみが丘の人たちなどを連れて実施 

・その際、50 年前の食事を再現し、伝統を継承する催しなどを開催 
(ちまきづくり、箸づくり、昔遊び、新緑を味わう、山菜料理、ヤマメ放流＆釣り） 

  ●2010 年 5 月 4 日の「抱きしめて笑湖ハイヅカ」開催日には、“大谷会場”と
して、ガードレールのお披露目＋彼岸花 or 水仙の球根植えを行う。 

   ・参加してくれている学生さんたちにとっては、ボランティア活動の内申点
が付くというメリットがある。 

 

 ２．伝統文化に誇りをもつ(神楽、盆踊り等) 

  ●盆踊りの唄づくり会(後継者育て)の開催 
 

 ３．アースワークガイドブックの活用 

  ●別冊として１枚もののＡ２サイズマップを作成する。 

   ・写真をもっと大きく、より簡潔なものに 

  ●これができれば、もっと案内しやすくなる、アピールになる。 

  ●アースワークの写真・マップのビジョンＷＥＢへの反映 



第 3分科会 今年度の取り組み・協議概要 
（テーマ：地域活性化） 

 

 １．空心菜特産化委員会(仮称) 

  【決めなければならないこと・今年度できること】 

  ●設置場所(車の入るところ)、フロートの大きさ、栽培方法の決定 

  ●管理体制 
   ・誰が作って、収穫して、売っていくか、栽培記録係 

  ●試験設置分での試食会(10 月末に可能か) 
  ⇒実行委員会の正式な立ち上げ 

  ●レシピの作成 

  ●来年度 6月に栽培開始 

 

 ２．「抱きしめて笑湖ハイヅカ」 

  ●11/5 実行委員会の開催 

  【議事】 
   ・事務局設置(事務局の拠点) 
   ・事務局長を全国公募(人材育成) 
   ・今後のスケジュール 
   ・イベント会場決め、各会場の責任者決め 
   ・ＮＰＯ立ち上げの件を含めた資金集め 
   ・手作りの看板作成 
   ※元工事監督官事務所を「ビジョン事務局」の拠点として使えるか。 

 

  ●委員会に向けてチラシの全戸配布 
 



第 5分科会 今年度の取り組み・協議概要 
（テーマ：健康と福祉） 

 

 １．今作成しているマップの修正点を募集する(10 月中) 

 ２．修正後、各コミセン、支所へ掲示・配布(マップの存在を

知ってもらう) 

 ３．ブログ等でハイヅカ湖周辺ウォーキングの楽しさをできる

限りすぐ発信（景色・植物・鳥・お店・・・） 

他の分科会メンバーへも呼びかけ「ブログ書きませんか」 

    ○自治会単位で認定証    

○たすきウォークの開催 

    ○歩数ランキング等の企画検討 

 



 

第 6分科会 今年度の取り組み・協議概要 
（テーマ：ウェットランドと環境教育） 

 

 ・冬鳥観察会 

・ブッポウソウの巣箱は一区切り 

  ・カザグルマなどの草花 

  ・どんぐりの苗づくり 

  ・ブラックバスは今後の課題 

  ・活動する時は広報 

   （ピオネット、新聞、ＲＣＣ、市報など） 

  ・ウェットランドの広報活動 

 


